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《
随
筆

の
じ
ぎ
く
８
》

『
行
程
記
』
と
兵
庫

橘

川

真

一

街
道
は
生
き
て
い
る

私
の
街
道
の
旅
は
、
も
う
四
十
年
近
く
に
な
る
。「
道
は
面
白
そ

う
だ
」
と
い
う
単
純
な
動
機
で
始
ま
っ
た
の
だ
が
、
次
第
に
道
の

〝
不
思
議
さ
〟
に
魅
せ
ら
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、

古
代
山
陽
道
（
近
世
西
国
街
道
）
を
中
心
に
、
あ
ち
こ
ち
の
街
道
を

歩
き
続
け
た
。
そ
こ
で
実
感
し
た
の
は
「
街
道
は
生
き
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
と
と
も
に
道
は
ひ
ら
け
、
文
化
と
と

も
に
道
は
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
村
が
生
ま
れ
、
町
に
な
り
、
宿

場
に
な
り
、
城
下
町
に
な
っ
て
い
っ
た
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
道

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
兵
庫
県
下
の
街
道
も
、
近
代
化
や
震
災
な

ど
の
災
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は

昔
の
ま
ま
で
あ
る
。

道
を
歩
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。
多
く
の

人
々
と
知
り
あ
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
〝
道
の

記
憶
〟
を
と
ど
め
る
数
多
く
の
文
献
や
紀
行
文
な
ど
を
知
り
得
た

こ
と
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
。『
播
磨
巡
覧
記

は
り
ま
め
ぐ
り
の
き

』（
田
原
相
常

明
和

九
年<

一
七
七
二>

）
、
『
播
磨
名
所
巡
覧
図
絵
』（
村
上
石
田

文
化
元

年<

一
八
〇
四>

）
な
ど
の
ほ
か
、『
行
程
記
』（
有
馬
喜
惣
太

明
和
元

年<

一
七
六
四>

）
で
あ
る
。
と
く
に
『
行
程
記
』
の
絵
地
図
は
詳
細

を
極
め
、
当
時
の
西
国
街
道
の
様
子
を
伝
え
て
お
り
、
県
下
南
部

の
海
岸
ぞ
い
の
歴
史
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。

『
行
程
記
』
と
有
馬
喜
惣
太

日
本
の
街
道
絵
図
は
、
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
大
量
に
作
ら

れ
た
。
平
和
な
時
代
が
つ
づ
き
、
大
名
の
参
勤
交
代
や
武
士
、
文

人
、
庶
民
の
旅
が
安
全
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
行
ブ
ー
ム
が
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巻
き
起
こ
っ
た
。
旅
行
案
内
と
も
い
え
る
道
中
記
（
街
道
絵
図
）
が

必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
幕
府
が
編
纂
し
た
『
五
街
道
分

間
延
絵
図
』（
文
化
三
年<

一
八
〇
六>

）
が
代
表
的
な
も
の
だ
が
、
全

国
の
『
巡
覧
図
絵
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ

の
な
か
で
も
『
行
程
記
』
は
、
彩
色
の
美
し
さ
や
、
詳
細
さ
、
正

確
さ
で
、
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。

『
行
程
記
』
は
、
萩
藩
主
毛
利
宗
広
が
参
勤
交
代
の
際
に
道
中

の
城
下
町
、
村
々
、
名
所
旧
跡
な
ど
を
知
る
た
め
に
絵
図
方
の
有

馬
喜
惣
太
に
命
じ
て
描
か
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
喜
惣
太
は
参
勤
交

代
な
ど
に
随
行
し
、
自
分
の
目
と
足
で
仕
上
げ
た
。
斜
景
図
と
い

う
技
法
で
、
斜
め
上
か
ら
描
い
て
お
り
、
街
道
を
境
に
対
照
的
に

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
日
本
全
図
を
完
成
さ
せ
た
測
量
家

伊
能
忠
敬

い
の
う
た
だ
た
か

は
「
喜
惣
太
の
絵
図
が
あ
る
限
り
、
自
分
の
測
量
を
加

え
る
必
要
は
な
い
」
と
感
嘆
し
た
と
い
う
。

県
下
で
は
、
西
国
街
道
（
『
行
程
記
』
で
は
「
中
国
道
」
）
の
本
街

道
全
線
と
、
相
生
市
か
ら
赤
穂
市
坂
越
の
「
赤
穂
道
」
、
た
つ
の
市

揖
保
川
町
か
ら
同
市
室
津
ま
で
の
「
室
津
道
」
、
姫
路
市
下
手
野
か

ら
佐
用
町
上
月
ま
で
の
「
美
作
道
」
、
西
宮
市
か
ら
尼
崎
市
ま
で
の

「
中
国
道
」
の
脇
街
道
も
描
い
て
い
る
。

『
行
程
記
』
を
歩
く

私
の
『
行
程
記
』
の
旅
は
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
か
ら
始
ま

っ
た
。
岡
山
県
と
の
県
境
船
越
峠
（
赤
穂
郡
上
郡
町
）
か
ら
江
戸
時

代
の
街
道
を
た
ど
り
、
播
磨
と
摂
津
の
国
境
で
あ
る
一
の
谷
（
神

戸
市
須
磨
区
）
ま
で
歩
い
た
。
こ
れ
は
『
播
磨
の
街
道
』（
二
〇
〇
四

年

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
に
ま
と
め
た
の
で
、
参
考
に
し

て
ほ
し
い
。
摂
津
の
道
も
現
在
、
す
こ
し
ず
つ
歩
い
て
お
り
、
出

来
れ
ば
京
都
府
と
の
境
・
伊
丹
市
辻
ま
で
を
た
ど
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

今
回
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
神
戸

市
の
中
心
部
は
、
二
百
六
十
年
ほ
ど
前
の
『
行
程
記
』
の
こ
ろ
は

ど
う
だ
っ
た
か
、
見
て
み
た
い
。
そ
の
こ
ろ
の
神
戸
は
、
兵
庫
城

跡
（
兵
庫
区
中
之
島
）
に
置
か
れ
た
幕
府
勤
番
所
を
中
心
に
、
港
と

背
後
の
街
並
み
が
あ
っ
た
兵
庫
が
最
大
の
都
市
で
あ
っ
た
。『
行
程

記
』
で
も
、
大
き
な
町
を
描
い
て
お
り
、
繁
盛
し
て
い
た
こ
と
が

し
の
ば
れ
る
。

兵
庫
を
出
た
街
道
は
、
海
岸
ぞ
い
を
東
に
進
み
、
八
部
郡

や
た
べ
ぐ
ん

神
戸

村
を
通
っ
て
北
野
村
に
入
る
。『
行
程
記
』
に
は
「
神
戸
町
」
と
記

し
、
長
い
街
並
み
を
描
い
て
お
り
、
こ
こ
も
街
道
筋
と
し
て
に
ぎ
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わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
北
に
は
「
古
城
山
」
が
あ
り
、
花
隈

山
と
い
う
が
由
緒
は
わ
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
古
城
は
「
花

熊
城
」
の
こ
と
で
、
天
正
二
年
（
一
五
七
二
）
に
織
田
信
長
が
有
岡

城
（
伊
丹
城
）
主
の
荒
木
村
重
に
命
じ
て
造
ら
せ
た
と
い
う
。
村
重

の
謀
叛
に
よ
っ
て
わ
ず
か
五
年
で
落
城
し
た
。

岡
山
大
学
の
池
田
文
庫
に
「
摂
津
国
花
熊
之
城
図
」
が
あ
る
。

天
正
年
間
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
「
播
磨

海
道
（
の
ち
の
西
国
街
道
）
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
城
下

の
街
道
ぞ
い
に
紺
部
村
（
神
戸
村
）
、
紺
部
村
之
本
町
（
神
戸
町
）
、

二
茶
屋
村

ふ
た
つ
ち
ゃ
や
む
ら

、
走
水
村

は
し
う
ど
む
ら

が
あ
る
。『
行
程
記
』
の
こ
ろ
に
も
、
こ
れ

ら
の
村
は
存
在
し
て
い
る
が
、
記
さ
れ
て
い
な
い
。
花
熊
城
は
現

在
、
市
営
駐
車
場
に
な
っ
て
お
り
、
上
に
は
城
跡
の
碑
、
天
守
台

な
ど
が
造
ら
れ
て
い
る
。
街
道
は
、
い
ま
の
元
町
本
通
り
で
あ
る
。

生
田
神
社
と
生
田
川

神
戸
村
を
過
ぎ
る
と
三
宮
大
明
神
（
三
宮
神
社
）
が
あ
り
、
し
ば

ら
く
行
く
と
生
田
大
明
神
（
生
田
神
社
）
の
参
道
に
突
き
当
た
る
。

こ
こ
か
ら
北
へ
参
道
を
歩
く
と
、
朱
塗
り
の
大
鳥
居
の
前
で
東
へ

曲
が
る
。
こ
の
参
道
は
、
び
っ
し
り
と
並
木
が
連
な
っ
て
お
り
、

海
岸
ま
で
通
じ
て
い
た
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
こ
の
道
を
歩

『行程記』に描かれた神戸の中心部（山口県文書館所蔵）
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い
た
ド
イ
ツ
の
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、『
江
戸
参
府
紀
行
』
の
な
か

で
、
桜
や
杏
の
並
木
道
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

『
行
程
記
』
に
は
、
こ
の
辺
り
を
「
生
田
ノ
里
」
と
呼
ん
で
お

り
、
す
ぐ
東
側
に
生
田
川
（
旧
生
田
川
）
を
描
い
て
い
る
。
川
幅
は

十
二
間
（
約
二
一
メ
ー
ト
ル
）
、
水
ナ
シ
、
矢
田
部
（
八
部
）
郡
と
兎
原
郡

う
は
ら
ぐ
ん

の
郡
境
だ
と
あ
る
。
人
家
が
ほ
と
ん
ど
な
い
街
道
が
東
に
連
な
っ

て
お
り
、
寂
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
蜀

山

人

し
ょ
く
さ
ん
じ
ん

と
し
て
知
ら
れ

た
狂
歌
師
太
田
南
畝

お
お
た
な
ん
ぽ

は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
供
を
連
れ
て

こ
こ
を
通
り
、
紀
行
文
『
革
令
紀
行
』
の
な
か
で
、
生
田
川
の
水

が
枯
れ
て
、
か
ち
わ
た
り
（
陸
渡
り
）
し
た
と
書
い
て
い
る
。
歩
い

て
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
桜
の
並
木
が
あ
り
、「
中
国
海
道
」
の
石
表

（
道
標
）
が
あ
っ
た
と
い
う
。

現
在
、
こ
こ
は
神
戸
市
の
中
心
部
三
宮
で
あ
る
。
ど
こ
を
捜
し

て
も
昔
の
姿
は
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
近
代
化

や
空
襲
、
震
災
な
ど
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
、
道
筋
だ
け
は
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
昔
を
語
り
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

（
ひ
ょ
う
ご
歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
）


